
　「Book Review」欄でご紹介した書籍のうち、プレゼントマークのついた書籍を、3名様にプレゼントい
たします。ご応募される方は、下のアンケートにご回答いただき、貴社名、部署名、氏名、住所を明記のうえ、
FAX または e メールにてご応募ください。
※ 応募者多数の場合は抽選とし、抽選結果発表は書籍の発送をもって代えさせていただきます。
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●興味を持ってお読みいただいた記事のすべてにチェックをしてください。
＜特集１　本誌調査「2019年　研修時の日当、時間外・休日労働の取り扱いの実態」＞
◇特集について　　□とてもよかった　　□よかった　　□ふつう　　□よくなかった　　□関心がないテーマだった
①□ 調査結果の概要 　③□ 企業別実態
②□ 集計表 　

・ご意見、ご感想をお書きください。

＜特集２　より深く学ぶために　人材開発関連の学会ガイド＞
④□ より深く学ぶために　人材開発関連の学会ガイド

＜特別寄稿＞
⑤□ RPAで研修事務作業を自動化する　相川真奈美

＜事例レポート＞
⑥□ アポロガス

＜トピック＞
⑦□　新社会人の採用・育成研究会「2019年度 新入社員のタイプ」

＜連　載＞
⑧□ 仕事に仏の知慧 ⑮□ ベテラン社員が輝く教育デザイン
⑨□ 見える化・モジュール化・フレーム＆ワーク ⑯□ 組織づくりのためのタイミングマネジメント

で人を育てる ⑰□ 変化対応に向けた教育体系再構築
⑩□ 信頼関係づくりのメンター制度入門 ⑱□ ちょうどいいコンプライアンス教育
⑪□ メタ認知で仕事のパフォーマンスを高める ⑲□ 教育コンサルタントの自画像〔冨岡 桂子〕
⑫□ 働く場所が人をつなぎ、働き方を変える ⑳□ 教育スタッフの「仕事」日誌
⑬□ 多国籍な職場のつくりかた ㉑□ 溝上憲文のケンブン録 それってどうなの?!
⑭□ 非言語で伝わるもの ㉒□ Book Review

●取り上げてほしいテーマ、人、貴社の課題、「企業と人材」への
　ご意見などがありましたらお書きください。

●今月のプレゼント本　「Ａ４一枚」から始める最速の資料作成術



プレゼント

「Ａ４一枚」から始める
最速の資料作成術
　４月以降、環境が新しくなった人も多いのではない
かと思う。だから、というわけでもないが、今回は実
務に関する本書を紹介しよう。
　本書はタイトルどおり、「わかりやすい」、「つくりや
すい」資料をいかにつくるかがコンセプトだ。「資料の
目的、ターゲット、メッセージは何か」から始まり、「文
章表現の基本」、「一目でわかるグラフ」など、実践的
な内容が詰まっているが、白眉といえるのが、「資料
に最適なデータの探し方」。自分の知りたいこと、知
らなければいけないことは何か。そのためのデータは
どれか。このプロセスは資料作成はもちろん、「自分
の仕事に必要なのは何なのか」をきちんと考える起点
だ。自分の役割、業務について知る、自覚するのにも
役立つ。
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